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１． 開　　　　　　会

２． 議　長　選　出

３． 議事録署名委員の指名

４． 議　　　　　　事

1） 報告第 29 号

2） 報告第 30 号

3） 報告第 31 号

4） 報告第 32 号

5） 報告第 33 号

６） 議案第 29 号

7） 議案第 30 号

8） 議案第 31 号

9） 議案第 32 号

10） 議案第 33 号

11） 議案第 34 号

12） 議案第 35 号

13) 議案第 36 号 農業振興地域整備計画（農用地利用計画）の変更に係る意見について

５． 閉　　　　　　会

農地法第５条第１項第６号の規定による転用届出に対する専決処分について

農地法第４条第１項第７号の規定による転用届出に対する専決処分について

   深　 谷 　市 　農　 業　 委　 員　 会　 総　 会　 日　 程

      深谷公民館・生涯学習センター 大会議室（１階）

　　　令和元年１０月３１日（月）　午後４時から

農地法第１８条第６項の規定による通知について

農地法第３条第１項第１３号の規定による届出に対する専決処分について

農地法第３条の３第１項の規定による届出に対する専決処分について

農地利用配分計画（案）に対する意見について

農用地利用集積計画の決定について

農地法第３条の規定による許可申請について

農地法第５条第1項の規定による許可申請承認について

農地法第４条第１項の規定による許可申請承認について

農地法第５条第１項の規定による許可後の計画変更申請承認について

農地法第３条の規定による許可の取消申請承認について



  開会 局　長 　それでは、ただ今から、令和元年第６回深谷市農業委員会総会
を開催いたします。

局　長 　まずはじめに本日は欠席委員の報告をいたします。
　欠席委員の報告 議席番号１９番でございます。

従いまして、委員２４人中　２３人の出席ですので、
農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定により、
総会は成立しておりますことを報告します。

　議長の選出 局　長 　次に議長の選出を行います。
　 　深谷市農業委員会総会会議規則第３条に会長が議長

となる旨、規定されているため、安藤会長にお願いいたします。

　議事録署名人の署名 議　長 　それでは、議長を務めさせていただきます。
　先ず、議事録署名委員の指名を行います。
　議席番号９番、議席番号１２番、以上２名を指名いたします。
　よろしくお願いいたします。

議　長 　それでは、議事を進めさせていただきます。
　報告第２９号「農地法第１８条第６項の規定による通知について」
から、報告第３３号「農地法第５条第１項第６号の規定による転用
届出に対する専決処分について」までを一括して議題とします。
　事務局の報告を求めます。

　報告第２９号 事務局 　報告第２９号「農地法第１８条第６項の規定による通知について」
　「農地法第１８条第６項の でございます。
規定による通知について」 　貸主、借主の合意に基づきまして、解約されたものでございます。

　報告第２９号「農地法第１８条第６項の規定による通知について」
は、５件でございます。

　報告第３０号 事務局 　次に、報告第３０号「農地法第３条第１項第１３号の規定による
　「農地法第３条第１項 届出に対する専決処分について」でございます。
第１３号の規定による 　本件は、農業経営基盤強化促進法第４条第３項第１号ロで
届出に対する専決処分 規定されています、「社団法人埼玉県農林公社」が「農地売買等
について」 の事業」により、農地を取得する場合、「届出」により事務を進める

ことができるものでございます。
　深谷市農業委員会事務専決規程により専決処分したので、
報告します。　　
　農地法第３条第１項第１３号の規定による届出に対する専決
処分については、１件で、合計面積は２，８０３㎡でございます。

　報告第３１号 事務局 　次に、報告第３１号「農地法第３条の３第１項の規定による届出
　「農地法第３条の３第１項 に対する専決処分について」でございます。
の規定による届出に対する 　本件は、相続に対する届出となります。深谷市農業委員会
専決処分について」 事務専決規程により専決処分したので、報告します。　　

　報告第３１号「農地法第３条の３第１項の規定による届出に
対する専決処分について」は、合計７件でございます。
　なお、あっせん希望につきましては、全て「無」となっております。

て　　　　　　　ん　　　　　　　末会　　　議　　　件　　　名
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て　　　　　　　ん　　　　　　　末会　　　議　　　件　　　名

　報告第３２号 事務局 　次に、報告第３２号「農地法第４条第１項第７号の規定による
　「農地法第４条第１項 転用届出に対する専決処分について」でございます。
第７号の規定による転用 　深谷市農業委員会事務専決規程により専決処分したので、
届出に対する専決処分 報告します。
について」 　４条転用の届出につきましては、市街化区域内において、

土地所有者本人が行う、土地の権利移転を伴わない転用で
ございます。　「農地法第４条第１項第７号の規定による転用
届出に対する専決処分については」、合計４件、合計面積は　
１，３０９㎡でございます。

　報告第３３号 事務局 　次に、報告第３３号「農地法第５条第１項第６号の規定による
　「農地法第５条第１項 転用届出に対する専決処分について」でございます。
第６号の規定による転用 　深谷市農業委員会事務専決規程により専決処分したので、
届出に対する専決処分 報告します。
について」 　５条の転用届出につきましては、市街化区域内において、

農地の所有権移転や賃貸借等、権利の移転や設定を伴う
転用でございます。　「農地法第５条第１項第６号の規定による
転用届出に対する専決処分について」は、合計１９件、
 合計面積は５，５１８．０３㎡でございます。

事務局 　報告第２９号から報告第３３号につきましては､以上でございます。

議　長 　ありがとうございました。　ただいま事務局より説明のありました
報告第２９号から報告第３３号につきましては、専決処分事項で
ありますので、報告のみとさせていただきます。

　議案第２９号 議　長 　次に、議案第２９号「農用地利用集積計画の決定について」を
　「農用地利用集積計画の 議題とします。事務局の説明を求めます。
決定について」

事務局 　議案第２９号「農用地利用集積計画の決定について」
説明させていただきます。
　本議案は、農業経営基盤強化促進法第１８条の規定に基づき、
別紙の農用地利用集積計画（案）について、計画の決定を求める
ものでございます。

事務局 　本日の総会において計画が決定されますと、令和元年１１月８日
に公告することにより、令和元年１２月１日より利用権が設定される
こととなります。
　なお、整理番号２９番から整理番号９５番につきましては、
議案第３５号にも関連する農地中間管理事業に係るもので
ございますが、こちらにつきましては、事務手続きの関係から
設定開始日が、令和２年１月１日からとなっております。

　【議案書を朗読し、利用集積計画概要表の内容を説明】

事務局 　それでは、１５ページの計画概要について説明いたします。
詳細につきましては、続く１６ページから５５ページにございます。
　また、別添の議案資料の１ページに｢借受人別内訳｣がござい
ますので、あわせてご参照ください。

事務局 　 今回の計画におきましては、
　　合計 ９５件　３０６，４２６．６３㎡、
　　借手 ２６名、貸手 ９４名、筆数 ３１６筆の設定となっております。
そのうち、農地中間管理事業に係るものが、
　　合計 ６７件　２５１筆　２３５，１８７．６３㎡、
それ以外の通常の案件が、
　　合計 ２８件　６５筆　７１，２３９㎡、となってございます。
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て　　　　　　　ん　　　　　　　末会　　　議　　　件　　　名

事務局  農用地利用集積計画（案）の概要説明は以上でございます。　
ご審議をお願いします。

議　長 　ただ今、事務局より説明のありました、議案第２９号「農用地
利用集積計画の決定について」のうち、整理番号２番および
整理番号２８番につきましては、新規就農に関する案件です
ので、委員の意見を求めます。
　議席番号５番、お願いします。

５番 　整理番号２番の借受人の新規就農について、報告いたします。
　令和元年１０月１７日に、私と議席番号８番、事務局職員で
ヒアリングを行いました。
　借受人は、現在、親元で農業に従事し、トマトのほか露地野菜を
作っております。数年前より、親元から独立してトマトをメインとして
経営を行っていきたいと考え始め、親御さんと相談の末、一部の
経営地を借り受け、このたび農業経営を独立することとなりました。
　今後は、農業用ハウスを新たに作ってトマトの収量増加を図るなど、
さらなる収入の増加が見込める農業をやって行きたいとのことです。
　出荷先はこれまでと同様で、販路も決まっており、今後の展開に
ついても検討がなされ、意欲的であることから、今回の就農は問題
ないものと考えます。
　若い世代の１人として、ぜひとも頑張ってもらいたいと思います。
以上、 委員の意見といたします。

議　長 　議席番号５番ありがとうございました。
　続きまして、農地利用最適化推進委員１６番、お願いします。

最適化 　整理番号２８番の借受人の新規就農について、報告いたします。
推進委員 　令和元年１０月１７日に、私と議席番号７番、議席番号１９番、

１６番 事務局職員でヒアリングを行いました。
　借受人には、父親から相続した農地が２反ほどあり、妻が主となり、
そこで野菜を作り、市内の業者に卸しております。
　借受人は、これまで会社勤めをしておりましたが、会社を退職し、
時間にゆとりができたことから、自らも労働力となって、農業を始め
たいと考えたとのことです。
　借受人自身、トラクターや耕耘機など、耕作に必要な機械は、
もともと保有しており、本人も２年間、耕作を経験しております。
　今後、本格的に耕作をしていく中で、色々学びながら、農業を
行っていきたいとの考えです。
　機械もあり、負債もなく、これまでの耕作経験や出荷先もある
ことから、営農上、支障はなく、今回の新規就農については、
特に問題ないと考え、委員の意見といたします。

議　長 　農地利用最適化推進委員１６番ありがとうございました。
議題の内、整理番号２４番につきましては、議席番号２１番に
関する案件、整理番号４０番につきましては、農地利用最適化
推進委員１番に関する案件ですので、農業委員会等に関する
法律第３１条の規定に基づき、議席番号２１番、農地利用最適化
推進委員１番には暫時退室願います。

　（議席番号２１番の委員、農地利用最適化推進委員１番の退室）

議　長 　それでは、整理番号２４番及び４０番の件に関して審議いたします。　
この件に関し、質疑はございますか。

　（委員より「質疑なし」との声）

議　長 　「質疑なし」との声があるため、ここで質疑を終結し、採決いた
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て　　　　　　　ん　　　　　　　末会　　　議　　　件　　　名
します。
　お諮りいたします。本件は、決することでよろしいでしょうか。

　（委員より「異議なし」との声）

議　長 　「異議なし」のため本件は原案どおり決定します。

議　長 　議席番号２１番の委員、農地利用最適化推進委員１番の
入室をお願いします。

　（議席番号２１番の委員、農地利用最適化推進委員１番の入室）

議　長 　次に、ただいま審議いたしました以外の案件について、
一括審議いたします。
　この件に関して質疑はございますか。

　（議席番号２３番　挙手）

議　長 　議席番号２３番　お願いします。

２３番 　整理番号２９番から９５番の申出地についてですが、利用集積
計画の中で８割近い面積を占める案件が、すべて埼玉県農林
公社に受入れになっています。そして、その新規設定が１０年間、
地代が１反あたり１，０００円と決められておりますが、これだけの
農地がまとまったというのはどのような経緯があったのか、大変な
事業だと思いますので、教えていただきたいと思います。

議　長 　農業振興課お願いします。

農業 　はい、議席番号２３番に対する回答をいたします。
振興課 　今回、利用集積計画に上げさせていただいております約２３万㎡

の農地につきましては、農地中間管理事業として、深谷市の上敷免
地区で実施したことにおいて、約２３万㎡の数字があがっております。
　上敷免地区におきましては、この後の議案第３５号でご説明させて
いただきますが、２年ほど前から、農地がだいぶ錯綜しているという
ことから、何とか耕作地をまとめていこうというお話が、農地最適化
推進委員１番の委員さんよりございました。
　その中で、地元の認定農家の方々や耕作者の方々を集めながら、
熱心に話を進めた結果、今回やっとこの面積約２３万㎡の農地を、
一旦、農地中間管理機構であります埼玉県農林公社に集積すること
ができたということになっています。
　このような経緯により、今回の約２３万㎡の面積につきましては、
農地中間管理事業のもとに実施したということになりますので、
ご理解いただければと思います。

議　長 　議席番号２３番　いかがでしょうか。

２３番 　はい。では、固定資産税のことはどうなっているのでしょうか。
固定資産税が、おそらく１反あたり１，０００円よりかけられていると
思いますが、地代が１，０００円ということは、固定資産税より安い
ということでしょうか。それでも、所有者の皆さんは貸してくれたの
でしょうか。それとも、短期間で地代が上がるという目安があるので
しょうか。ただ、設定期間は１０年になっていますので、その辺りを
教えていただけますか。

議　長 　農業振興課お願いします。

農業 　はい。賃料につきましては、現在の上敷免地区の相場になり
振興課 ますが、９割方、使用貸借０円の契約になっております。
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て　　　　　　　ん　　　　　　　末会　　　議　　　件　　　名
　ですので、現行から比べますと、賃料は１，０００円上がるという
認識を地元の方には持っていただいてます。
　固定資産税と比べると、確かに地主の方がマイナスになって
しまう可能性はありますが、賃料は上がるという認識になっています。
　また、農地がある程度耕作者ごとに団地化出来ていければ、
耕作の利便も良くなることから、耕作者の方には賃料の改定にも
ご理解いただければというお話をさせていただいているところでは
ございます。　以上になります。

議　長 　議席番号２３番　いかがでしょうか。

２３番 　はい、わかりました。　

議　長 　他にこの件に関し、質疑はございますか。

　（議席番号１番　挙手）

議　長 　議席番号１番　お願いします。

１番 　関連質問です。本件、議席番号２３番の委員の質問のとおりで、
この事業は中間管理機構が入り、農業振興課の担当職員を中心に
始まったことだと思いますが、出し手側からすると、出し手側は耕作
をしてもらっている側なので、声が小さくなってしまうのですね。
　賃料については、現在高畑地区は無料で貸しています。上敷免
地区は１，０００円、矢島地区は備前渠用水費の分として３，８００円を
支払ってもらっています。大寄地区内で非常にバラバラになっている
のです。中間管理機構では、なるべく揃えてくださいという要請はして
いるとしていると思いますがが、なかなか借り手が少ないので、耕作し
て、もらっているという中で現在の形になったと思います。
　今後、これからどうするのだということを考えると、上敷免と矢島
以外の地区は無料でバラバラになっていますので、団地化された
ときには、なるべくイレギュラーをなくして統一してもらうほうがよい
との話も出ています。
　この案件で、「中間管理機構にお任せすると団地化になりますよ」
という話は、要するに「苦労をとってもやりますよ」ということで、次の
段階のことを考えているのですね。その際賃料の統一という問題
について、今のままで良いのか市の見解をご答弁いただければと
思います。

議　長 　農業振興課お願いします。

農業 　はい。今の質問のとおり、耕作の利便は良くなっていますが、
振興課 地域の農地の賃料については、ある程度統一していただければ

ということで、市の方からは話をしています。
　ただ、現状は無料で契約しているところもあるのは、条件の良い
ところも悪いところも全部引き受けるということで、耕作者の方は
引き受けているということもあり、「出来れば賃料を払いたくない」
という農地があるのも現状です。
　しかし、良いところばかりを借りる訳にもいかないということで、
「すべて引受ける代わりに、少し安くして下さい」という話が、
地元の農家さんとありました。今後、農地の耕作の利便が上がる
事情になりますので、賃料についての話が行われていければと
思っていますので、地元の方でまたお話をさせていただければ
と思います。

議　長 　議席番号１番　いかがでしょうか。

１番 　はい、よろしくお願いします。
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て　　　　　　　ん　　　　　　　末会　　　議　　　件　　　名

議　長 　他にこの件に関し、質疑はございますか。

　 （委員より「質疑なし」との声）

議　長 　「質疑なし」との声がありますので、ここで質疑を終結し、
採決いたします。
　お諮りいたします。本件は、決することでよろしいでしょうか。

　（委員より「異議なし」との声）

議　長 　「異議なし」のため本件は原案どおり決定します。

議　長 　次に、議案第３０号「農地法第３条の規定による許可の取消申請
　「農地法第３条の規定に 承認について」を議題とします。
よる許可の取消申請承認 　事務局の説明を求めます。
について」

事務局 　議案第３０号「農地法第３条の規定による許可の取消申請承認
について」でございます。
　農地法第３条の規定による許可の取消申請承認につきましては、
本日の総会において承認いただきますと、本日付けで、処分が
なされるものでございます。

　【議案第３０号、整理番号１番、２番を議案書をもとに朗読】

事務局 　整理番号１番でございます。
（議案書・順次、譲受人・譲渡人、土地の表示、契約内容の説明）
　申請地は、令和元年第３回総会議案第１３号整理番号２番にて
ご審議をいただき、令和元年７月３１日許可処分がなされており
ますが、申請人より、田において、大根の生産に適さないことが
判明したため、許可の取消し願が提出されたものであります。
　なお、本案件には地目が ”畑”が含まれますが、一部の許可
取消が行えないため、すべての筆を含む許可を取消し、改めて
畑のみ３条の許可申請が提出される見込みです。

　整理番号２番でございます。
（議案書・順次、譲受人・譲渡人、土地の表示、契約内容の説明）
　申請地は、令和元年第３回総会議案第１３号整理番号３番にて
ご審議をいただき、令和元年７月３１日許可処分がなされており
ますが、申請人より、田において、大根の生産に適さないことが
判明したため、許可の取消し願が提出されたものであります。

事務局 　農地法第３条の規定による許可の取消申請承認につきましては、
以上２件でございます。ご審議をお願いします。

議　長 　ただいま事務局より説明のありました、議案第３０号
「農地法第３条第の規定による許可の取消申請承認について」、
審議いたします。

議　長 　この件に関し、質疑はございますか。

　（委員より「質疑なし」との声）

議　長 　「質疑なし」との声がありますので、ここで質疑を終結し、採決
いたします。　
　お諮りいたします。　本件は、決することでよろしいでしょうか。

　（委員より「異議なし」との声）

　議案第３０号
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議　長 　「異議なし」のため本件は原案どおり決定します。

議　長 　次に、議案第３１号「農地法第３条の規定による許可申請に
　「農地法第３条の規定に ついて」を議題とします。
よる許可申請について」 　事務局の説明を求めます。

事務局 　議案第３１号「農地法第３条の規定による許可申請について」
でございます。
　農地法第３条の規定による許可申請については、本日の
総会おいて承認いただきますと、本日付けで許可となるもので
ございます。
　本議案につきましては、別添の議案資料がございますので、
そちらについても２ページを、あわせてご覧ください。

　【議案第３１号、整理番号１番から７番を議案書をもとに朗読】

事務局 　整理番号１番でございます。
（議案書・順次、譲受人・譲渡人、土地の表示、契約内容の説明）
　譲り受けの理由は、申請地を取得し、露地野菜の生産向上を
図るためとのことであり、取得後においては、ブロッコリー、ネギ
の作付を行うとのことでございます。

　整理番号２番でございます。
（議案書・順次、譲受人・譲渡人、土地の表示、契約内容の説明）
　譲り受けの理由は、申請地を取得し、露地野菜の生産向上を
図るためとのことであり、取得後においては、ブロッコりーの作付を
行うとのことでございます。

　整理番号３番でございます。
（議案書・順次、譲受人・譲渡人、土地の表示、契約内容の説明）
　譲り受けの理由は、申請地を取得し、経営規模の拡大を図るため
とのことであり、取得後においては、米麦の作付を行うとのことで
ございます。

　整理番号４番でございます。
（議案書・順次、譲受人・譲渡人、土地の表示、契約内容の説明）
　譲り受けの理由は、申請地を取得し、植木の生産向上を図る
ためとのことであり、取得後においては、植木の作付を行うとのこと
でございます。

　整理番号５番でございます。
（議案書・順次、譲受人・譲渡人、土地の表示、契約内容の説明）
　譲り受けの理由は、申請地を取得し、農業収入の増加を図る
ためとのことであり、取得後においては、ネギの作付を行うとのこと
でございます。

　整理番号６番でございます。
（議案書・順次、譲受人・譲渡人、土地の表示、契約内容の説明）
　譲り受けの理由は、申請地を取得し、経営規模の拡大を図る
ためとのことであり、取得後においては、キュウリの作付を行う
とのことでございます。

　整理番号７番でございます。
（議案書・順次、譲受人・譲渡人、土地の表示、契約内容の説明）
　譲り受けの理由は、申請地を取得し、露地野菜の生産向上
を図るためとのことであり、取得後においては、根菜等の作付を
行うとのことでございます。

　議案第３１号
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て　　　　　　　ん　　　　　　　末会　　　議　　　件　　　名
事務局 　３条許可申請につきましては、以上７件、田 １筆　７１５㎡、

畑 １８筆　 １３，４４３．５０㎡となっております。
　なお、３条申請につきましては、耕作すべき農地が効率的に
利用されること、及び、周辺の農地の利用に支障がないことの
確認として、申請に関係する農地につきましては、令和元年
１０月１５日に議席番号８番、１６番、１７番、農地利用最適化
推進委員４番と事務局職員で、現地確認を行いましたことを、
あわせて、ご報告いたします。

　また、整理番号７番につきましては、申請人の経営地が遠隔地
であった為、事務局職員のみで現地調査を行わせていただきま
した。そのため、別添資料５ページの整理番号７番については、
許可要件である、農地法第３条第２項第１号及び第７号を空欄
とさせていただいておりますので、本日この場でのご判断をして
いただければと思います。
　この後、現地調査の報告をさせていただきます。

事務局 　農地法第３条の規定による許可申請についての説明は、
以上でございます。ご審議をお願いします。

議　長 　ただいま、事務局より説明のありましたとおり、現地調査に同行
していただきました委員の代表として、議席番号８番及び１７番に
意見をお願いします。
　また、整理番号７番につきましては、事務局より意見をお願い
します。

議　長 　はじめに、議席番号８番、お願いします。

８番 　３条、現地確認報告をいたします。
　令和元年１０月１５日に、私と農地利用最適化推進委員４番と
事務局職員で、３条申請に関係する農地の現地確認を行いました。
　整理番号１番、５番、６番の譲受人の経営地につきましては、
耕作が行われておりました。
　また、申請地につきましても、特に問題ありません。
　現地確認の結果、 以上３件につきましては、農地の効率的な
利用が図られるものと判断し、委員の意見 といたします。

議　長 　議席番号８番ありがとうございました。
続きまして、議席番号１７番お願いします。

１７番 　３条、現地確認報告をいたします。
　令和元年１０月１５日に、私と議席番号１６番と事務局職員で、
３条申請に関係する農地の現地確認を行いました。
　整理番号２番、３番、４番の譲受人の経営地につきましては、
耕作が行われておりました。
　また、申請地につきましても、特に問題ありません。
　現地確認の結果、 以上３件につきましては、農地の効率的な
利用が図られるものと判断し、委員の意見 といたします。

議　長 　議席番号１７番ありがとうございました。
続きまして、事務局お願いします。

事務局 　整理番号７番の申請人の経営地につきまして、現地調査の
報告をさせていただきます。
　前方のスクリーン及び後方２枚の画面をご覧ください。
最初に映っているのは、整理番号７番の譲渡人の現在の住所及び
現在の経営地と深谷市の位置関係を示した地図となります。
　現在お住まいは神奈川県川崎市、経営されている農地があるのは
長野県の筑北村です。山間の部分にあります。
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て　　　　　　　ん　　　　　　　末会　　　議　　　件　　　名
　続いての写真は、地元の筑北村の農業委員会よりいただきました、
経営地を示す地図となります。地形図の上に公図の線を並べた
ものになりますが、番号が①番から⑤番の５圃場あります。
　これより、経営地の写真を映しますが、この番号が左上にあります
ので、ご参照ください。

　【画像をもとに①番から⑤番の圃場を順次説明】

　①番の圃場は、地目は畑であり、山菜や果樹が作付けられて
おりました。後ろの方にありますのが農業用トラック等をしまう倉庫、
その奥にあります建物が、長野県筑北村にて拠点とされている住宅、
通われているということですので、こちらで生活されているそうです。
　②番の圃場は、地目は畑であり、細かく作付け分かれており、
露地野菜、トマトや白菜が作付けされておりました。
　③番の圃場は、地目は畑であり、耕耘はされておりましたが、
今は、作付は見られませんでした。
　④番の圃場は、地目は田であり、耕耘はされておりましたが、
今は、作付は見られませんでした。
　⑤番の圃場は、地目は田であり、耕耘はされておりましたが、
今は、作付は見られませんでした。
　また、大谷の申請地につきましては、寄居県道の大谷の交差点を
少し入ったところの、さくらんぼ保育園のすぐ脇のところで、耕地
としては、きれいに耕耘されておりまして、これからすぐに作付け
できるような状態でした。
　以上、整理番号７番の経営地についての、現地調査の報告を
させていただきます。

議　長 　ありがとうございました。
　なお、整理番号７番は新規就農の案件であり、後ほど審議する
こととし、まず、整理番号７番以外の案件について、一括審議します。
　この件に関して質疑はございますか。

　 （委員より「質疑なし」との声）

議　長 　「質疑なし」との声がありますので、ここで質疑を終結し、
採決いたします。
　お諮りいたします。本件は、決することでよろしいでしょうか。

　（委員より「異議なし」との声）

議　長 　「異議なし」のため本件は原案どおり決定します。

議　長 　続きまして、整理番号７番の案件について審議します。
　本件について、ヒアリングを行っておりますので、地元農業委員を
代表して、議席番号１０番から意見を求めます。
　議席番号１０番お願いします。

１０番 　整理番号７番の譲受人の新規就農について、報告いたします。
　令和元年１０月１８日に私と会長、議席番号３番、農地利用最適化
推進員５番及び事務局職員でヒアリングを行いました。
　譲受人は、現在、長野県筑北村において、露地野菜を栽培して
おり、長野県内の直売所等へ出荷しております。
　住居は、現在、神奈川県川崎市であり、週３日ほど長野県へ赴き、
農作業を行っているとのことでした。今後、拠点として深谷市の本田
に住居を取得し、農機具等も確保していくとのことです。
　労働力としては、基本的に本人のみであり、親族が年間５０日程度
手伝いに来てくれるとのことでした。
　申請地については、筑北村へ通う際に、埼玉県の農地に興味を
持ち、インターネットにて探していたところ、申請地にたどり着いた
とのことです。
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１０番 　私の所見になりますが、譲受人は女性で年齢は６６歳と高齢で

ございます。また、家族の方は会社勤めをされているということで、
土日しか手伝えないのではないかと考えています。
　現住所の川崎市と現在の耕作地長野県筑北村の距離を考えると
農業経営を順調にやっていけるような状態ではないのではないかと
私は思っているところでございます。
　実際に、川崎市と筑北村が１７４キロ、川崎市と深谷が９２キロ、
耕作するのにはあまりにも遠い距離ではないかと思いますので、
この案件につきましては、保留にしていただくのが妥当なのでは
ないかと、私の意見とさせていただきます。

議　長 　議席番号１０番ありがとうございました。
この際、ヒアリングに同席した他の委員からも意見を求めたいと
思います。議席番号３番、お願いします。

３番 　只今、議席番号１０番の委員より、概略の話をしていただきまし
たが、私もその場におりましたので、その通りでございます。
　新規就農ということで、非常に期待しておりましたが、話を聞いて
いると、ほど遠い、一般論で考えた場合は、これは問題ではないかと
いう感じを持ったのが実情です。ただ、このような案件について、ある
程度の基準や比較するものがないと困ることもありますが、感じとして
は問題ではないかと思います。以上です。

議　長 　議席番号３番ありがとうございました。
続いて、農地利用最適化推進委員５番、お願いします。

最適化 　私もヒアリングに立ち合いましたが、年齢的に６６歳ということで、
推進委員 長野、深谷、これを６６歳の女性一人で出来るのかなと感じました。

５番 　また、深谷には農業機械の設備を用意していないということで、
このようなことから、到底、農業は無理かなと思います。以上です。

議　長 　農地利用最適化推進委員５番ありがとうございました。
　それでは、整理番号７番について審議いたします。
　この件に関し、質疑はございますか。
女性議員の皆さん、いかがでしょうか。お考えございますか。

　（議席番号１８番　挙手）

議　長 　議席番号１８番　お願いします。

１８番 　やはり、通勤でも距離が長すぎるということと、自宅が川崎で
引っ越して来られて深谷で始めるということで、向こうはどうする
のかどうなのか。深谷には一人で移ってきて農業をされるのは、
とても心配だと思いますし、申請地を所有したとして、その後、出来
なくなってしまい、農地が雑草になってしまうと、悪循環になるの
ではないかと思います。私が６６歳の同じ立場で考えると、一人
ではやれません。　以上です。

議　長 　議席番号１８番ありがとうございました。
　他にこの件に関し、質疑はございますか。

　（議席番号１２番　挙手）

議　長 　議席番号１２番　お願いします。

１２番 　女性の立場としましては、やはり、私も議席番号１８番の委員
と同じ意見です。年齢的にも無理ではないかと思います。
距離的にも、到底、考えられることではないと思います。
　そして、深谷市の農地を取得するには、何か他の理由がある
のではないでしょうか。
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て　　　　　　　ん　　　　　　　末会　　　議　　　件　　　名
　私の所見になりますが、ヒヤリングした感触は、皆さんがおっしゃった

議　長 ように、疑問を問いかけると、答えはちゃんと返してきました。
　ただし、そこまで耕作地を拡散しているなかで、自分が具合悪く
しても出来るのかと聞きましたが、「それぐらいのことは悩みでは
ないと」言っていました。
　ヒヤリングいただいた皆さんの意見については、正に、その
通りだとは感じます。ただ、この案件について、良いか悪いかについ
ては、これから審議いたします。
　この案件の許可・不許可については挙手をもって採決したいと
思います。

議　長 　それでは、他にこの件に関し、質疑はございますか。

　（委員より「質疑なし」の声）

議　長 　「質疑なし」との声がありますので、ここで質疑を終結し、
採決いたします。
　最初に本件を「許可相当」とする賛成委員の挙手を求めます。

　（賛成委員の挙手無し）

議　長 　では、「不許可相当」とする賛成委員の挙手を求めます。

　（全委員が「不許可相当」に賛成）

議　長 　全委員が「不許可相当」に賛成しました。よって本件は「不許可」
とすべきものと決します。
　なお、不許可とする理由につきましては、農地法第３条第2項第
１号の「すべてを効率的に利用して耕作の事業を行うと認められない」
ためといたします。

　議案第３２号 議　長 　次に、議案第３２号「農地法第４条第１項の規定による許可
　「農地法第４条第１項の 申請承認について」を議題とします。　
規定による許可申請承認 事務局の説明を求めます。
ついて」

事務局 　議案第３２号「農地法第４条第１項の規定による許可申請
承認について」でございます。
　こちらにつきましては、本日の総会で承認いただきますと、
令和元年１１月１日までに、深谷市へ意見書の進達を行い、
市で審査及び処理をした後、来月１１月中旬頃を目途に
市長名で許可となる予定でございます。
　また、別添の総会資料６ページを合わせてご確認ください。

事務局 　整理番号１番です。　
（議案書・順次、申請者、土地の表示の説明）
　申請理由についてですが、平成７年頃から農家住宅敷地の
一部として利用してきましたが、手続きが未了であったため、
改めて申請を行うものでございます。

事務局 　農地法第４条第１項の規定による許可申請承認については、
以上１件でございます。　ご審議をお願いします。

議　長 　ただいま事務局より説明がありました、議案第３２号「農地法
第４条第１項の規定による許可申請承認について」、審議いた
します。
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て　　　　　　　ん　　　　　　　末会　　　議　　　件　　　名
議　長 　この件に関し、質疑はございますか。

　（委員より「質疑なし」との声）

議　長 　「質疑なし」との声がありますので、ここで質疑を終結し、
採決いたします。　
　お諮りいたします。　本件は、決することでよろしいでしょうか。

　（委員より「異議なし」との声）

議　長 　「異議なし」のため本件は原案どおり決定します。

　議案第３３号 議　長 　次に、議案第３３号「農地法第５条第１項の規定による許可後の
　「農地法第５条第１項の 計画変更申請承認について」を議題とします。　
規定による許可後の計画 　事務局の説明を求めます。
変更申請承認ついて」

事務局 　それでは、議案書６１ページをご覧ください。
　議案第３３号「農地法第５条第１項の規定による許可後の
計画変更申請承認について」ございますが、申請人の都合により、
今回、見送らせていただきたいとのことなので、議案から削除ください
ますよう、お願いいたします。

　議案第３４号 議　長 　次に、議案第３４号「農地法第５条第１項の規定による
　「農地法第５条第１項の 許可申請承認について」を議題とします。　
規定による許可申請承認 　事務局の説明を求めます。
について」

事務局 議案第３４号「農地法第５条第１項の規定による許可申請承認
について」でございます。
　はじめに、議案書の訂正をお願いいたします。
議案書６６ページの整理番号１３番及び１４番につきましては、
申請人の都合によりまして見送りとなったため、議案から削除
くださいますよう、お願いいたします。

事務局 　それでは、議案書６２ページをご覧ください。
　こちらにつきましては、本日の総会で承認をいただきますと、
令和元年１１月１日までに意見書を深谷市へ進達し、その後、
深谷市で審査し、１１月中旬頃を目途に市長名で許可となる
予定でございます。

事務局 　農地法５条の申請につきましては、先ほど２件削除になりま
たので、合計１４件となっております。
　別添の総会議案資料７、８ページを合わせてご確認ください。
　それでは、整理番号１番よりご説明いたします。

　【議案第３４号、整理番号１番から１６番を議案書をもとに朗読】

事務局 　整理番号１番です。　
（議案書・順次、申請者、土地の表示の説明）
 譲受人は現在、借家住まいで手狭なため、申請地を譲り受けて
住宅の建築を行いたいという申請でございます。

　整理番号２番です。　
（議案書・順次、申請者、土地の表示の説明）
 譲受人は現在、借家住まいで手狭なため、申請地を譲り受けて
住宅の建築を行いたいという申請でございます。
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て　　　　　　　ん　　　　　　　末会　　　議　　　件　　　名
事務局 　整理番号３番です。　

（議案書・順次、申請者、土地の表示の説明）
 譲受人は現在、借家住まいで手狭なため、申請地を譲り受けて
住宅の建築を行いたいという申請でございます。

　整理番号４番です。　
（議案書・順次、申請者、土地の表示の説明）
 譲受人は現在、借家住まいで手狭なため、申請地を借り受けて
住宅の建築を行いたいという申請でございます。

　整理番号５番です。　
（議案書・順次、申請者、土地の表示の説明）
 譲受人は現在、借家住まいで手狭なため、申請地を借り受けて
住宅の建築を行いたいという申請でございます。

　整理番号６番です。　
（議案書・順次、申請者、土地の表示の説明）
 譲受人は現在、借家住まいで手狭なため、申請地を譲り受けて
住宅の建築を行いたいという申請でございます。

　整理番号７番です。　
（議案書・順次、申請者、土地の表示の説明）
 譲受人は運送業を営んでおりますが、事業の効率化を図るため、
申請地を譲り受けて、駐車場の整備を行いたいという申請で
ございます。

　整理番号８番です。　
（議案書・順次、申請者、土地の表示の説明）
 譲受人は中古車販売業を営んでおりますが、業務の規模を拡大
するため、申請地を借り受けて中古車保管スペースの確保を行い
たいという申請でございます。

　整理番号９番です。　
（議案書・順次、申請者、土地の表示の説明）
こちらにつきましては、先ほどの整理番号８番の譲受人が、同様の
理由により、申請地を譲り受けたいという申請でございます。

　整理番号１０番です。　
（議案書・順次、申請者、土地の表示の説明）
 譲受人は現在、借家住まいで手狭なため、申請地を借り受けて
住宅の建築を行いたいという申請でございます。

　整理番号１１番です。　
（議案書・順次、申請者、土地の表示の説明）
 譲受人は現在、借家住まいで手狭なため、申請地を譲り受けて
住宅の建築を行いたいという申請でございます。

　整理番号１２番です。　
（議案書・順次、申請者、土地の表示の説明）
 譲受人は現在、借家住まいで手狭なため、申請地を借り受けて
住宅の建築を行いたいという申請でございます。

　整理番号１３番です。　
こちらにつきましては、削除となります。

　整理番号１４番です。　
こちらにつきましても、削除となります。

　整理番号１５番です。　
（議案書・順次、申請者、土地の表示の説明）
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て　　　　　　　ん　　　　　　　末会　　　議　　　件　　　名
事務局  譲受人は現在、借家住まいで手狭なため、申請地を借り受けて

住宅の建築を行いたいという申請でございます。

　整理番号１６番です。
（議案書・順次、申請者、土地の表示の説明）
 譲受人は、住宅の建築に際して、資機材の搬入路を確保するため、
申請地を借り受けて、工事用用地として利用したいという申請で
ございます。なお、利用期間は、許可日から令和２年６月３０日まで
となっております。

事務局 　農地法第５条第１項の規定による許可申請につきましては、
以上１４件となります。　ご審議をお願いします。

議　長 　ただいま事務局より説明のありました、議案第３４号
「農地法第５条第１項の規定による許可申請承認について」、
一括審議いたします。　

議　長 　この件に関し、質疑はございますか。

　（委員より「質疑なし」との声）

議　長 　「質疑なし」との声がありますので、ここで質疑を終結し、採決
いたします。　
　お諮りいたします。　本件は、決することでよろしいでしょうか。

　（委員より「異議なし」との声）

議　長 　「異議なし」のため本件は原案どおり決定します。

　議案第３５号 議　長 　次に、議案第３５号「農用地利用配分計画（案）に対する
　「農用地利用配分計画 意見について」を議題とします。　
（案）に対する意見 　担当課の説明を求めます。　農業振興課お願いします。
について」

農業 　はい。まずはじめに議案書の一部に訂正がございます。
振興課 議案書６８ページをご覧ください。農地利用配分計画（案）の

右から６項目のところにある貸借期間の「始期」と「終期」ですが、
表記が「平成」のままになってしまっています。こちら正しくは、
「令和２年１月１日から令和１１年１２月３１日」までの１０年間に
なります。1行目以降もすべて修正をお願いいたします。
大変申し訳ございません。

　それでは、議案第３５号「農用地利用配分計画（案）に対する
意見について」ご説明させていただきます。
　本議案は、農地中間管理事業における農地貸借に関するもの
でございます。

　農地中間管理事業における農地貸借につきましては、まず、
地権者と農地中間管理機構である埼玉県農林公社が、利用権
設定にて農地貸借を行います。この機構が借受ける際の利用権
設定につきましては、先ほど議案第２９号でご審議いただいた、
「農地利用集積計画の決定について」の整理番号２９番から９５番
が、それに該当いたします。
　農地中間管理機構が農地を借受けた農地を、借受け希望の
農業者へ配分いたします。その配分を定めたものが本議案の
農用地利用配分計画（案）でございます。
　今回、付議させていただきました議案については、上敷免地区
にて実施する農地中間管理事業に基づくものとなっております。
　上敷免地区につきましては、地区内の耕作地が錯綜している
ことから、農地利用最適化推進委員や地元の認定農業者が中心
となり、農地中間管理事業を利用して耕作地の団地化を目指し
協議を重ねてまいりました。
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て　　　　　　　ん　　　　　　　末会　　　議　　　件　　　名
農業 　今回の利用配分計画（案）で配分を受ける者は、地区内の

振興課 認定農業者のみとなっておりますが、今後は認定農業者以外の
農業者の参加も促しながら、地区内全ての水田を対象としていく
予定でございます。
　本日、利用配分計画（案）で配分する農地につきましては、
６８ぺージから９３ページまでに記載のありますとおり、　２５１筆、
２３５，１８７．６３㎡を地域内の認定農業者である借受人１０名に
配分する計画でございます。
　農業委員の皆様にご意見をいただきたい内容としましては、
①借受者は農地のすべてを効率的に利用して、耕作等の事業を
 　行う見込みであるか。
②借受者が当該農地を借受ることで周辺農地利用に悪影響を
 　及ぼす恐れはないか。
③借受者は農作業に常時従事する見込みはあるか。
ということについて、ご意見いただければと思います。

　以上で、議案第３５号「農用地利用配分計画（案）に対する
意見について」の説明とさせていただきます。
　ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

議　長 　ただいま、農業振興課より説明のありました、議案第３５号
「農用地利用配分計画（案）に対する意見について」のうち、
２９番から５３番につきましては、農地利用最適化推進委員１番に
関する案件ですので、農業委員会等に関する法律第３１条の規定
に基づき、農地利用最適化推進委員１番には暫時退席願います。

（農地利用最適化推進委員１番の退室）

議　長 　それでは、２９番から５３番の件に関して審議いたします。　
この件に関し、質疑はございますか。

　（議席番号１番　挙手）

議　長 　議席番号１番　お願いします。

1番 　現在、農地中間管理機構から借りている方がひとり経営不安
になっていて、不耕作農地になっているところがあると思います。
その辺りは、どのようになっているのでしょうか。

議　長 　農業振興課お願いします。

農業 　はい。その点につきましては承知しておりまして、本人との
振興課 話し合いを進めておりまして、離農する意思はないということで

今後において、しっかり耕作を続けていくという話をしています。
　ただ、経営状況がありますので、作付けができるかどうかが
まだわからないところですが、農地の管理はしっかりするという
話はいただいております。

1番 　では、その辺の指導をよろしくお願いいたします。

農業 　はい。わかりました。
振興課

議　長 　他にこの件に関し、質疑はございますか。

　（委員より「質疑なし」との声）

議　長 　「質疑なし」との声がありますので、ここで質疑を終結し、
採決いたします。
　お諮りいたします。本件は「意見なし」として決することで
よろしいでしょうか。
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て　　　　　　　ん　　　　　　　末会　　　議　　　件　　　名

　（委員より「意見なし」との声）

議　長 　意見がございませんので、本件は「意見なし」として決します。

議　長 　農地利用最適化推進委員１番の入室をお願いします。

　（農地利用最適化推進委員１番の入室）

議　長 　次に、ただいま審議いたしました以外の案件について、
一括審議いたします。
　この件に関し、質疑はございますか。

　（委員より「質疑なし」との声）

議　長 　「質疑なし」との声がありますので、ここで質疑を終結し、
採決いたします。　
　お諮りいたします。　本件は、「意見なし」として決することで
よろしいでしょうか。

　（委員より「意見なし」との声）

議　長 　意見がございませんので、本件は「意見なし」として決します。

　議案第３６号 議　長 　次に、議案第３６号「農業振興地域整備計画（農用地利用計画）
　「農業振興地域整備計画 の変更に係る意見について」を議題とします。　
（農用地利用計画）の変更 　担当課の説明を求めます。　農業振興課お願いします。
に係る意見について」

農業 　はい。まず、申し訳ございませんが、説明の前に修正があります。
振興課 議案書９４ページから９９ページとなっておりましたが、総会の前に

お配りいたしました「１００ページ」を追加していただき、９４ページ
から１００ページまでが、議案第３６号ということでお願いいたします。
　それから、議案書９８ページの事案番号１８番の案件でございま
すが、除外理由が「駐車場」となっておりますが、「駐車場敷地拡張」
でしたので、修正をお願いいたします。
　大変申し訳ございませんでした。

　議案第３６号「農業振興地域整備計画（農用地利用計画）の
変更に係る意見について」説明させていただきます。
議案書の９４ページ及び別添の参考資料の位置図をご覧ください。

　本議案は、農業振興地域の整備に関する法律第１３条第２項に
規定される、農用地を農用地等以外の用途に供することを目的と
して、農用地区域内の土地を農用地区域から除外するものでござ
います。
　農業振興地域整備計画（農用地利用計画）の変更につきま
しては、議案書の右側に記載してあります、５つの除外要件
すべてを満たす必要がございます。
　今回は、平成３０年１２月１日から平成３１年２月２８日までに
除外の申出を受け付けたもので、対象となる農地は９５ページ
から１００ページまでに記載のありますとおり、
　除外　２１件（２３筆）　９，１１１．６１㎡
　農用地への編入　１件（１筆）　１，１６２㎡　でございます。
除外の地区別の内訳といたしましては、
　　深谷地区　５，６２４．６１㎡
　　岡部地区　１，０６７㎡、
　　川本地区　６８３㎡
　　花園地区　１，７３７㎡　でございます。
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農業 また、除外事由別の内訳といたしましては、

振興課 　　自己用住宅　９件（９筆）　３，５４９㎡
　　農業用倉庫等の農業用施設　２件（２筆）　３５６㎡
　　敷地拡張　５件（５筆）　６０４㎡
　　駐車場　３件（３筆）、２，２７２㎡
　　資材置場　１件（２筆）　３３４．６１㎡
　　診療所　１件（２筆）　１，９９６㎡
これにより、整備計画に位置づけた農用地面積は、
５，９６７．２haから今回の申出により、面積５，９６６．４haに変更と
なるものです。
以上、「議案第３６号　農業振興地域整備計画（農用地利用計画）
の変更に係る意見について」の説明となります

議　長 　ただ今、農業振興課より説明のありました、議案第３６号
「農業振興地域整備計画（農用地利用計画）の変更に
係る意見について」を一括審議いたします。
　この件に関し、質疑はございますか。

　（委員より「質疑なし」との声）

議　長 　「質疑なし」との声がありますので、ここで質疑を終結し、採決
いたします。　お諮りいたします。　本件は、「意見なし」として、
決することでよろしいでしょうか。

　（委員より「意見なし」との声）

議　長 　意見がございませんので、本件は「意見なし」として決します。

議　長 　以上を持ちまして、本委員会に上程されました報告事案及び
議案に関する審議はすべて終了いたしました。
　これにて、議長の職を解かせていだきます。
　ご協力ありがとうございました。

  閉会 局　長 　以上で、令和元年第６回定例総会を閉会いたします。
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